
高速走行抑止システム保守業務委託処理要領
I

本要領は高速走行抑止システムの委託業務に必要な事項を定めたもので、受託者は、以
下の各号に従い業務を行うものとする。

委託対象設備

(1)中央装置

札幌市西区八軒1条西3丁目1－9 北海道警察本部交通機動隊
函館市五稜郭町16番1号 函館方面本部函館機動警察隊
旭川市住吉町7条1丁目3－1 旭川方面本部旭川機動警察隊
釧路市黒金町10丁目5番地 ‘ 釧路方面本部釧路交通管制センター
帯広市大通北1TB4番2等 、 釧路方面本部十勝機動警察隊
北見市青葉町6番1号 北見方面本部交通課交通機動隊
(2)端末装置
別添様式4「端末装置点検表」に示している高速走行抑止システムの端末設備
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委託業務範囲

保守業務の範囲は、次のとおり。
(1)定期的な点検

ア中央装置の点検

イ端末装置の点検
(2)障害保守の実施

ア定期点検時における障害点検、修理
イ委託者の請求による障害点検、修理

(3)機器の雪落とし
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委託業務内容及び実施時期

(1)定期的な点検
ア中央装置の点検

（ｱ）点検項目

踊表1 「中央装置点.検項目一覧」に示しているとおりとする。

各設備の内訳は劉表2「中央装置設備一覧」のとおりとする。
（ｲ）実施時期

点検は、四半期毎に実施し前回の実施から60日以上の期間を空けること。

イ端末装置の点検

（7）点検項目、

別表3 「端末装置点検項目一覧』示しているとおりとする。
（ｲ）実施時期

点検は、四半期毎に実施し前回の実施から60日以上の期間を空けること。

(2) 障害保守の実施

中央装置及び端末装置に障害が発生した場合は、その都度、業務担当員と協議を行
い機器の点検・修理を実施すること。

障害保守とは、緊急修繕等による復旧を伴わない軽度のものとする。
(3)機器の雪落とし
別表4「機器の雪落とし見込み数一覧」及び別表5 「端末装置点検項目及び雪落と
し内訳』に基づき、機器の雪落としを実施すること。
なお、雪落とし作業は、業務担当員の指示により行うが、対象設備と実施箇所の指
定は双方で協鐵するものとし、実施の都度、業務担当員の確認を受けること。
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4 委託業務実施計画 ．
（1）委託業務実施計画書の提出
受託者は、四半期毎に『保守業務委託実施計画書jを業務担当員に提出し、承認を
受けること。

（2）委託業務実施計画書の提出時期
第1四半期分は契約日から起算して10日以内、第2四半期分以降については、そ

れぞれ6月、 9月、 12月の10日までとする。

5 委託業務実施結果の報告
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受託者は鯛添様式1 「保守業務委託実範結果報告書』に、次表の各業瑳に該当する結
果報告書を添付し、すみやかに業務担当員に報告すること。 ．’

6 委託業務実施上の一般事項
（1）機能の維持

委託業‘務は､委託対象設備がその機能を完全に発揮するよう諌実に実施しなければ
ならない。

（2） 委託業務の処理要領

委託業務は、本業務処理要領及び別添「安全施設点検作業要領」 （以下「処理要領
等」という。」）に基づき実施すること。
（3）事前承翌の作業

中央装置及び端末装置等に機能の停止を伴う作業は、あらかじめ業務担当員の承認

を受けてから行うこと。

(4)報告様式の承麗

報告様式に定めのないものについては、受託者において作成し、業務担当員の承認

を受けること。

（5）点検数量の変更

各四半期毎の点検を実施する前に業務担当員と協議をし、端末設備等の点検数量の
確麗を実施すること。また、定期点検時において委託対象設備の数量に相違があった
場合は、速やかに業務担当員に報告すること。
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7 障害発生時の対応

（1）即応体制

緊急性を要する障害発生時は、直ちに障害の速やかな除去につとめなければならな
い。

（2）長時間に亘る障害の措置
点検、修理に長時間を要する場合は、業務担当員と協議するもの･とする。

8 管轄警察署等への説明

（1）業務実施の説明
委託業務の実施にあたっては、管轄警察署等担当者に対し作業内容、工程を事前に
説明し、業.務終了時にその結果内容を説明すること。
(2)結果報告の確認
業務担当員に報告する定期点検実施結果報告書は、管轄警察署等担当者に内容の説
明を行い、確認を受けた後に提出すること。また管轄警察署及び管轄方面本部に報告
書の写しを提出すること。 ’
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9 安全管理
（1）道路交通の安全確保及び受傷事故防止

委託業務の実施に際しては、交通整理員を配置し、セフティコーン等の設置により
道路交通の安全の確保及び受傷事故防止に努めること。
（2）現場環境の整理

業務内容 報告書様式 報告時期

定期点検 様式2

様式3

様式4

各四半期終了後

障害保守 様式5

様式6

実施月の翌月

<実施の有無にかかわらず報告）

機器の雪落とし 様式7

様式8

実施四半期終了後

(第3、第4四半期は、実施の有

無に関わらず報告）
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作業現場内には必要最少限度の車両のみとし､他の通行に支障をあたえないこと。
また、必要以上の作業領域や機材の放置を行わないなど環境整理に努めること。

その他

処理要領等に定めがないものについては、業務担当員と協議するものとする。
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中央装置卓検項目一覧別表1

走
行

シ
ス
テ
ム

I

機 器 名 点 ・検 項 目 台数 回数 備考

制御用コンピュータ

●

● ●

FD

｡ - ● ● ●◆ や

CD-ROM

● ● ◆◆ ◆ 巳

DVD-RAM
◆

● 舎 各 ◆◆ー

MO

■ ● △ ･● ■b ● ●

ターミナルアダプタ装置

一 口 ■ ‐

暗号装置

ー■■‐

時刻修正装置

■ ●

記憶装置

ディスプレイ

設置状況点検
一一●－ ● ●●一一 ●

ﾛｯｸｷｰ機能点検
■ ● q ● ◆

ﾊﾞｽﾜｰﾄ霞設定､管理機能点検
- 争 心 ◆ ■ ● , ■ ●■■ ●｡ 十 句 一 十今

運行状況設定機能試験

｡ ■ の4■■

p●●･･ - ■･一 ■ q c ｡ ● ｡ ■ 夕 ｡ ■｡■ー● ｡■ 寸 ◆● ｡ ◆ Q ● ｡ ｡ ■ △ 争 争色 ●

点検処理機能試験
● ◆ ●'●●● P ■ ● ● aー① ｡ Fー ■ 』 ●守 ◆ ｡●◆ ｡~●

ﾘｾｯﾄ処理機能試験
■ 寺

交通流情報･日報･グラフ作成機能
■ ● ■ ■ ●･O q ●、一■ ● ● c ■ ● ■■● ● ● む ら■ ■ ■ ーq■

地点選択機能試験
l●一 心 一ら ● ● 巴 ● 旬 ｡ ◆ ■ 4 ｡

交通流情報表示機能試験
● 争●‐申－， ◆ ● q oC－－‐◆一・ ◆ ● G Bの●一句

画像検索､拡大機能試験
一 ■ ｡ _ _ ■ ｡｡ ｡◆■ ●合① e ･ ● ← ■ ■ ゆ ｡ ● ･ P 1■，

拡大画像ｽｸﾛｰﾙ機能試験

、
■

q ●｡ ･ q

●一◇ ◆ ● ● e ｡ ■ 一 い一・ c凸- ｡ - ◆ ｡ ｡ ●

画像検索機能
の ■■ ■一｡｡▲■ 巳 ■■ー■ー■q■■ー■

ｼｽﾃﾑ時刻設定機能試験
●ー■ ■■ｰⅡ■■■■ ■■■■｡■ ● ■■申 ■ ｡■■ ■■■■■■■■ー⑧q■ ● ◆ ◆

異常監視機能試験
●＝ 6 1■

● ●◆ ● ●

■ ｡ ｡ 一一一 一 ･ ･ 』 ･ ･ . ■ ｡ , 申 ●●･●｡

画像切り出し機能試験
●■ B ‐q■ ■ ■ ①｡ 一 ① 一● ｡ 申 ● ■■■ー● b■b ■ ● ■

画像階鯛補正機能試験
宙 ｡ I■ ｡ ● ●● ●･‐■ ◆

清掃点検
●一→今一一 ●●● ● ● ■ ■ ●●ー●･寺■‐ ■■

機能動作試験
● I■ p 寺■ ■ ■■■ ■■■■■■■0－1■■ ■ e ● 一G一一~ー

清掃点検
－－●■■4■■ ● や ● ｡■ ● ｡■ ■ 由 ｡ 一一一●●ー→ ◆ ●

機能動作試験
、 一・ ． ． －．．. ．．． ？．， ・・ ・・ ・ 。 ・ ・ ・勺 ・・1，．Q･■■■D一

清掃点検
。－F ●● e ● ● ■ ■ ■②

機能動作試験
● p ●‐● ● ■ ■ B画争、■ ■ ■ ■■ ④ □ ■ ■ C ■● ◆ ■ ■ ■

清掃点検
●ー4■■ ● ■ ｡ ｡

機能動作試験
● ｡ ● ◆ ●争 ●● ● ● b■ F ◆

清掃点検
e ＝ ■ ｡■ ● ‐

機能動作試験
一■｡● ■ ▲ G

e

清掃点検
■｡●心凸 ● ●｡●● ■ ■ ● □ 争一申 4

機能動作試験．
－●Q● ■ ■ ｡ ■け ● ■ ■

清掃点検
←●守缶 ■ ’■● 句 ■

機能動作試験
申 ● ● ■

清掃点検
Q ① ●■寺 ■

動作ランプ確認
｡e ■ ▲

ファン動作状況確潔

ディスク動作確濯
申 寺

清掃点検
凸牟 ■

● ●

動作ランプ確麗

ケーブル､コネクタ接続確麗

清掃点検
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中央装置点検項目一覧踊表1

I

機 器 名 点 検 項 目 台数 回数 備 考

プリンタ

ビデオプリンタ

動作ランプ確認
｡ ｡ ●一 ● 匂■ 竹 ｡ F ﾔ● ●

ケーブル､コネクタ接続確認
◇ ← ■ 4 』 ● ● 1■ ○F‐ 守 中 も

テスト印字
■ ●

清掃点検

画像品質､点検鯛整
■

Ⅱ■● ■■ ■一■巴r■■①● 一■q■■P紳一eー●●ウ◆◆■ ① q 寺 ◆ ｡ ■ ■

用紙送り機能試験
● ロー■－－ 句一 Ⅱ■■ ｡ ■ ■■■ T ■ ■■ 申一● ●｡② ■▲ ▲ ■ ｡ ◆ ー●や ● ◆ ●● ■ ▲L

機構部機能試験

画質改善機能試験
●＝一●ー‐●｡ ｡ ◆ ■◆ ‐● ● ● ■ ● ◆ ● → 凸一● ｡ ■

清掃点検

7

7

4

4

無
停
電
装
置

無停電電源装置 電源電圧測定
｡ ● ■ ■

切替動作試験
｡●由一■｡ ●● C ● ● つ◆◆~ q 守 七

清掃点検

● F寺 ● ①
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中央装置設礁一覧鯛表乏

富男

I

口

口

機 器 名

北
海
道
警
察
本
部
交
通
機
動
隊

'

函
館
方
面
本
部
函
館
機
動
警
察
隊

旭
川
方
面
本
部
旭
川
機
動
警
察
隊

釧
路
方
面
本
部
釧
路
管
制
セ
ン
タ
ー

釧
路
方
面
本
部
十
勝
機
動
隊

北
見
方
面
本
部
交
通
課
交
通
機
動
隊

合計 備 考

高
速
走
行
抑
止
シ
ス
テ
ム
中
央
装
置
本
体

制御用コンピュータ
○一4 一心一一 ■■ ● ●心●● ｡＝

FD
:． ・ ・4．． ．． ． ．。

.CD-ROM
●

辱 一 ⑧

DVD-RAM
● ，■の e ●

4MO
申 ■ ■ ● ● ●

●

● ｡

■

寺 ゆ●｡ ＝ 寸寺 ●中 ●

● ■

:ターミナルアダプタ装置
砧 ．.． ．＝,． ． ‐ C O

暗号装置
: ． ‐ ‐… ． ． ．.． ‘ ． ． ‐… ． ． '． 、

時刻修正装置
の
Ｕ
も

－q■■■■一色｡■●bー■■●■■■● ■■ ● ﾛ ◆ ◆ ー凸

記憶装置
◆…● ① ● ●●‐の一一一b 申4 D P ● ▽

ディスプレイ

プリンタ

ビデオプリンタ

２
》
２
－
１
，
１
↑
２
々
４
１

●
○
一
●

一
。

司 十 0 ●ウ

1
口鈩寺 ゆ り ● 甲

1
■ 些一●■ 1■■

2

2

2
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』
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一
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1

1
●P 寺 ●

1
● 申 勾 ● F D ●
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3

1
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1
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1

1
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C G ■■寺
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1
■ ◆■参｡
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靖末装置点検項目一覧踊表3
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機 器 名 I 点 検 項 目 台数 回数 備 考

レーダー送受器

60基

設置状況点検
■■の＝ ◆ ●● ｡ ●｡

電圧測定
●、dT q－■ ◆■ q ー ● ● 凸 ｡

送信周波数測定
■ Q■ー‐ ●｡ ◆ ■ － ■ ｡ ● ｡ ●

送信出力測定
● ゆ←①⑧I■■－ ■ ■ ? ｡● * ｡ ● ｡ ● ●q■P 勺 ■ ● 申

送信繰返し周期測定
●一q■b ◆●一 ｡ ① 巳 ■■◆●◆｡ ●Gee ｡‐ ● ■ ● P ●

送信パルス幅測定
●■●I■■■● ● . ◆ ■ ◆■ ◆4 ■ . ◆ ー－1■の 争一●｡●●ー●ー

ドｯブﾗｰノイズ測定
■ 0●● ●

● ■ ● p● ● 由－q■■q■b● ■■ 巳 ■ b ● ●■ ■ ‐ ●e ● ■

点検周波数測定
●ー● ｡P●ー｡●●‐－~ひ●①● ● ● ●●●① ●●● ◆C ●･● ● ① ■ の 。■■■ ■ ●1■ ■ ●

方向識別試験
●ーー一一一■■● ■ 心 ■の● B ● ● ● ●－■■■■｡ q■ ■q PCー●● ｡ ● ● ① ●らら 早

同期機能試験
－■－｡■＝－◆● ､◆ ■ ●■■●■●の ｡ ● ●｡■■｡ c ■q ● ■●■。 ■ ● ● ● ● ① ■● ● ◆ ■

清掃､その他

60 4

札幌29基

函館6基
●

旭川7基

釧路12基

北見6基

1

カメラユニット

60基

Ｑ
い
め

設置状況点検
●夕●■~の ひ ■－巳 ● ● ●■ ● 寺 ←。F･■･ ◆ ｡

電圧測定
一・ー● ● や● e 一 ■ ● 色色｡ ■ ● ｡ ●

ｼｬｯﾀｰ手動､遠隔操作作動試験
■■ ■ ■■＝守 寺 p ●q 由 ■ ■■■ , ｡ 心 ● ● 寺 ■● ● ●■● ● ■ ■

発光タイミング機能試験
◆●● ‐一口 1■■ 『 e一・一口。 ■ ウ ● ｡ ‐■

ｶﾒﾗ視準確麗試験

ー毎｡ 4■ ■ ■ 1■■■1■

ー q■■■ ■ ● ー■■ー■ ■q■■一一一 ■ '■■ ■－●● ■■■ ● ~一一●■ ●

ズーム機構部動作試験
■ G●ー●口｡q ●､ ｡ ~の● ● ｡ ●ー■ ｡ ■ ① ﾛ

絞り機構部動作試験
● ① ● ● 争 ●◆ ｡ ､ pー●◆や●ー◆ー‐｡ ●‐← ● ■ ■ △ ■ ■■■

フォーカス機構部動作試験
－－■ ’■ ■ ●■ ■ ● ■－－｡ ’■写 ■■■ ■ 1■ ● ● 守 ● 9 句 q 昏一｡●←◆ 令 1■し

清掃､その他
● ● ●句 ■ Ga c ■■● ■ P 申 争 ■ ■

ﾌｨﾙﾀｰ手動、自動､動作試験

60

● ■ ●● ●■■C l■■■

9

4

4

哺 ■ ー● ■■

ストロボユニット

60基

設置状況点検
●■◆●p ● ■ ● q ◆←“一一◆◆一・ a ｡ ■ 今 一●色争■ ｡ ･の

電圧測定
一一 争一●‐ー－－◆‐■‐ ● ● ●■◆ O‐■ ● ◆ ● 旬 一一一■ ｡ ● ｡

発光管点検
◆

－－■合一 ●4 ● － ●●一申 ● ■■■●一 ｡ ● q － ● ▲ ■ ●■ ① ＝■ ■■‐ ■｡ I■甲■ロ■ ■ ●

発光手動､遠隔操作動作試験
■Ⅱ■■■■■■■■一一 ■ ｡ ■ ＝由■● ■■■■一画■■■■－－■■■■~Ⅱ■■q■■－■■ ｡ ●~ ■ ● ● ■ 寺

発光視準確竪試験

●■● ーや｡●●●

■‐由●｡、■ゅも■伊 申 ● p ■ ･■■■一句一一つ寺 由 、､ 守 ｡ ｡ ◆ ● ◆ ｡

発光部フォーカス機構動作試験
一｡■■■ー■｡■■■ ●● ■ ｡ ● ■ ■ ● ■ ■ ■■C■■ ■■■一色一■■■■■■■ ■■■寺 → ● 1■一●ロ ◆ ● 巳

清掃､その他

60 4

■

制御機

43基

42TCU

設置状況点検
■一年一一守口－q■■P妙● ロ■■○凸 ＝

■

電圧測定

● , 寺 ■も■■●■●－－.■■■寺 一 旬 ◆

一● q■ ■■、 ｡ゆ ●~● ･●一●ー ｡ ＝ ｡● ●＝ ■■、 ●ロI■■も■＝ －－■ 旬 寺 ｡ ■

KMPU設定値確認試験
一一a ●一一 q■ー■q■■■ 1■■■一G5 ■ 。 ■ ● ■ー■ ●●ー●凸一一｡I■■■』■■■■■ 1■ ■ 一●

車両速度灘定機能確麗試験
つ｡●◆~ ･●●●■ ● e 争寺 ● ◆‐ ●ー‐ 5 D P ● ◆● ■ ●

データ設定機能試験(ｵﾝ･ｵﾌﾗｲﾝ）
a▲ ●●今 一 ● ▼ ●■ ｡｡ｰ ●

●

リセット動作試験(ｵﾝ･ｵﾌﾗｲﾝ）
●寺 ■● ●ー①● ●◆■‐●。■ ■ ● ●●･寺 ◆●●I■■ 由 ●■■ ●寺■~■ ● ●● ● ■， ●凸

テスト画像撮影動作試験(ｵﾝ･ｵﾌﾗｲﾝ）
▲ ■●心 ■■■■ ■ ● ■ 巳 ■ ●－■■一中⑧ ｡ ●■守 ゆ●◆ a ■ ●

超過車両画像撮影試験(ｵﾝ･ｵﾌﾗｲﾝ）
● ● ■ ｡● ◆ pc 一四｡● a 由 ■ b ■■■■ー■■ ●

オン･オフライン切替機能試験
r 旬 ▽ も●や●唖0 ■ ■ ■ 4■ ■●■ ■ 旬

アラーム情報伝送試験
■ ● ■ ● ●

DSU電圧測定
申 ■● ●● ◆ ●

TA設定
g ー ｡ ■ ● ● 昏 ｡

、

●

* ◆●●●◆ ･ ●●■申 ● ｡＝昏 F ■

動作試験

● 4■■

● ◆

● ● ⑧ ■

● ｡ ■－－ ■■ ■■ ｡

■ー■■ ｡ ■ ■ ｡ ● ■

扉開閉状況伝送試験
① ■● 争 巳 や e ● 争 4■ ■ ● ● ■

暗号化装置動作試験
!■P ．~ ① .ーﾛ･■〆 ． ､ 。 ■ ｡ ｡ ■一‘･ﾛ

テスト撮影画像伝送試験
● q■ ■ ● ゆ ● 1■ ■ P G ●

超過車両撮影画像伝送試験

交通流デｰﾀ自動伝送試験
●の a 0b B

● 守｡
◆

清掘その他
■ ら ｡■ ● ●

TCU伝送､動作試験
●

■

43

42

4

も

4

●
０

札幌18基

函館5基

旭川7基

釧路7基

北見6基



ー

端末装置窯検項圃一覧鯛表3

１
１
１

機 器 名 点 検 項 目 台数 回数 備 考

門柱_F柱

● ●

42基

設置状況点検
■ 己 争一 巳 ●

4を 4

UTTR､MTTR装置

10基

設置状況点検
‐＝q■＝ -口 ● q■一寺一寺- ● ■ 夕 ◆ 甲 甲 ● ‐｡ ■

清掃､その他

10 4

R形車両感知器及び制御機

34基

40 へツド

7TCU

電源電圧試験
◆ーー◆ ~ ■ ●ー｡ ■缶 q●●一一 ● 『 ●

感知器内外の清掃
DQ←◆ ① ●寺 ■◆ 句 ■● ● ● 争 ◆ ｡

感知ヘッド､柱の設置状況点検
●＝ ● ● -－－－ ■ ● ｡ ｡e ● F 由一①■e■● p● ■ 巳

感知器内外の点検

● ･ 企司

◆ ◆● ■ ac pc ゆ ｡ ‐ Ⅱ■●■■■■■■ ② ■ ● ●B b ● ● ｡◆ ●｡ 』■■ ●早 ｡ ◆

速度測定試験

車両感応試験

速度判定試験
酉○0 ● ■ ●ー●I■■■ 0 ● ◆ q■

TCU伝送動作試験

－ *

34

40

■ ー ●■

7

4

ロ 寺吋■■ ● ■ ②

4

‐ ●

4

● 旬 争 ■■

● ● ｡

超音波式速度感知器及び制御機

15基

21ヘッド

1TCU

電源電圧試験
令

◆ ■ 1■Q ● ●‐ー｡ー■ ■●争 ◆ ● ◆ ●

感知器内外の清掃
●‐●●寺● ● ｡ー■■｡●*■■■● 1■の ■ 巳■ ｡ ● 申 申 ●◆ ◆pー1■ ■ ● ｰ ■ ● ●

感知ヘッド､柱の設置状況点検
■■■q■ ■ 申 ■■●●1■■ ●●一色 ●･－‐●1■■ ● ●●①寺＝ ●－■ 寺■■ ●■－■ ●

感知器内外の点検
■ ＝■＝ 寺 F● －●●由●●● ｡ c け 昏 ■●● 心■■■c ●ー●4 4

速度潤定試験

車両感応試験

速度判定試験
◆‐ q■サ ●ｨ■し● 申 ●ロー●●－－－＝ 申 ■ ● ◆ ■ G p－■｡ ■Ⅱ■ ■ ■ ● ● ●

TCU伝送動作試験

一
も
。

●

15

● p p●■■

21

■ 4■Pー

1

申一℃‐■

4

■ ◆

4

4

◆ ｡◆◆ ､ ② 。‐｡一 ◆｡■■■q

■ ● ･ ● ● ●。 ■●■●■

警告板及び制御機

49基

電源電圧試験

LED素子点灯確認

単体動作試験
巳 ･■ ■■－－1■■･■■■■一・｡＝一一● ｡‐｡ ●● 与 ら ◆ 0 ■ ■ー｡ー●◆ ■ ◆ ■け ｡ ● ■ ｡ ■ ｡

専用柱の設置状況点検
旬 守寺一 ･ ･■ ●･●●■■ ●一●●● ｡◆ ●■ ｡ ● q 句一一一一・一q■ ･ ■ p ① ●q■■■ー● ■ ■■｡

警告板の点検､清掃

49

昏 ●

4

予告看板
ら

195基

予告看板の取付状況点検
◆ ■ ｡ ● ● ■ー‐‐ ◆｡◆←｡ ● ● ● ●一~

195 4



機器の雪落とし見込み数一覧別表耳

I

、

グ

’

機 器 名 点 検 項 目
台数

(A)

回数一

(B)

見込み数

(AxB)
更込数種別計

高速抑止点検台 42基 点検台雷落とし 42 0,1 5 5基

高速抑止警告板 49基 警告板雪落とし 49 0.1
4

5 5基



端末装置点検項巨及び雪落とし内訳踊表S

寓速走衝抑丘システム保守集確

け
（

（

I

’

復讐名 点検項目
鍾検

回数
計

札娘方函

レーダー送受馨

60基

設亘状況点検
◆ 巴 ■ ●｡

電圧瀕定
ﾔ■ ■

送信周波数測定
●＝ ●● ■

送侭出力測定
』■■●ーー C

送信緑返し周期潤定

送侭パルス幅測定

ドッブラーノイズ測定
ｰ ‐● 一q■■■■■ ●

点検囲波数測定

方向魔別試験

同期機能試験
● q■■ ■ I■a●■■ ■■ の

渭掃､その他

４
．
４
４
４
４
４
．
４
零
４
．
４
．
４
４

29

９
９
〆
９
．
９
９
．
９
９
．
９
９
．
９

２
↑
２
．
２
２
２
２
２
２
．
２
２

２
認
２
２
２
２
２
２
－
２
－
２
，
２
．
２

◆

早
■
口
■

２
魂
２
．
２
．
２
．
３
》
２
“
２
－
２
『
２
－
２
．
２

●
Ｂ

●
匂

口
●

由
●
△
口
◆
今
一
一
ゆ
り
●
幻
守
－

２
２
．
２
２
．
２
↑
２
２
２
２
．
２
垂
２

争

ら

ｂ

●
卓
●
●
●
中
一
、
●
●
◆
。
の

１
．
１
》
１
１
１
１
１
１
１
．
１
’
１

●

由

。
■

◆

■

■
Ｏ
も
争
●
の
◆
●
●
●
●
一
●

ロ

ー
■
■
■
■
Ｄ
卓
■
■
■
一
■
■
■
■
●
■
■
■
卓
宅
■
■
一
■
■
■
■
一
■
■
■
ｇ
ｏ
一
旬
■
■
■
一
●
■
■
Ｕ
－
ｄ
ｐ
■
■
，
、
二
■
■
■
Ｕ

■

◆

■
Ｇ
も
①
●
●
の
●
一
■
ｑ

一
■
五
■
ロ
一
口
■
■
《
■
■
■
ロ
●
■
■
■
▽
卓
■
■
■
一
口
■
■
■
二
■
■
■
句
△
■
一
旦
■
ロ
●
一
■
■
■
．
即
告
口
ロ
■
■
ず
《
。
■
。

■ず

●
も
●
ら
口
一
の
●
■
り

２
２
２
２
．
２
．
２
．
２
．
２
２
２
２

■
●
４
●
申
●
●
●
●
●
●

２
．
２
．
２
ゞ
２
２
２
．
２
２
２
２
２

｡

■
●
毎
口
●
守
申
■
。
。

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

２
．
２
心
２
．
２
や
２
個
２
．
ｚ
・
２
－
２
’
２
－
２

や
由
◆
。
●
●
一
■
一
凸
●

《
ク
グ
ー
『
〃
』
、
″
』
⑧
〃
』
《
垣
〃
一
句
〃
一
傘
価
″
一
一
句
“
↑
。
〔
〃
一
命
〃
《
《
″
《

●
●
令
●
●
●
ｂ
■
■
●

１
１
１
１
１
１
．
１
１
１
１
１

●
？
Ｏ
毎
■
●
ｑ
ｅ
●
。

２
２
－
２
２
ゞ
２
２
２
２
２
２

①

令
今
■
●
②
Ｃ
ｅ
●
⑧
寺

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

■
Ｑ
●
■
一
■
甲

２
２
２
２
２
２
２
－
２
２
－

◇
Ｐ
今
■
●
。
一
●

2

３
３
３
３
３
．
３
３
．
３
３
３

●
争
守
．
垂
一
■
●
●
●
９
や

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

カメラユニット

60基

股■状況点検

澄圧浦定
q■ ｡■ ｡ ①

■ p 白

シャッター手動､遠隔操作作動拭験
｡ ● 一一p● ー◆● p 巾 け｡

発光タイミング撹能賦験
も ■ ■ ● や●ﾏ ●■甲 ● ら ｡

カメラ視準確浬試験
①ザ＝ご■ ●● の● ＝毎台 ●

ズーム纏構部動作賦験
◆Cーー●｡ ● 匂 ● ● 巴 ●

絞り機犠部動作試験
●● ｡■一●一B●年一一■ ■■ ■ ーⅡ■ ■■ b ー■ ｡■

フォーカス檀横部勤作試験
｡ Ⅱ■ ■ ●■■■■－■ ｡I■け 寺 ■■ ■－ ■

清掃､その他
● ■ ●■ ⑧ ● ■

フィルター手動、自動､動作賦験

４
４
４
４
４
４
－
４
－
４
準
４
４

お
羽
・
溺
調
・
湖
“
羽
・
羽
四
・
”
．

9

2 3 2 1 2 1 2
今 ■ ■■ ‐ - ● ● ■ ●

2．
・一

1 2 2． 1 ． 1 1 2 2 2
｡ ◆ ●‐ ｡ ｡ 9

2 3 2 1 2 1 2 2 1 2 2 1

■ ｡ ●つ旬｡ ｡●･ ･■e● ｡ ●● ｡ ● e

1 1 2 2 2
４
つ。●●◆◆◆●◆■①

■
▲●ｅ●●■●や●●■●

2 3 2 1 2 1 2 2 1 2 2 1 1 1 2 2． 2
● ● ､ － 口 ● q ● ‐ ● ﾛ 申 一｡ ● ● 旬 q ● ◆ ●｡ ● ◆ ● ●

2 3 2 1 2 1 2 2 1 2 2 1 1 1 2 2 2

２
２
２
》
２
－

２
．
２
．
２
－
２
．

。
●
申
申
●
『

２
．
２
．
２
．
２
◆

●
口
●
■
６
口
●

１
１
１
．
１

句
●
口
。
●
グ
●

●
ロ
■
■
。
〈
■
■
■
■
■
二
■
■
■
■
ｄ
■
■
．
‐

●
●
●
●
●
、

△
■
■
■
句
凸
『
■
■
。
一
勺
■
■
。
■
一
■
■
■
●
一

ら
Ｐ
一
●
●

２
２
－
２
．
２

ｅ
●
●
◆

２
》
２
２
．
２

９
■
◆
。

《
■
■
■
ロ
ー
■
■
■
。
口
■
■
■
◆
■
ロ
■
■

◆

２
．
２
．
２
．
２
－

●
■
●
◆
○

２
２
》
２
．
２

●
●
●
。

１
，
１
１
１

●
ｑ
Ｇ
ｄ

２
２
２
２

の
Ｇ
ｅ
ｅ

１
１
１
１

ｅ
●
●
④

２
２
２
．
２
・

ロ
守
今
－

３
３
．
３
．
３

■
■
●
●

２
．
２
２
．
２

2 3 2 1 2 1 2 2． 1 2 2 1 1
ー ● ■ ■今 ◆ ◆ 4■

0 3 2 1 0 1 2

◆●

0．
● 一一 ・ ‐ ｡ ｡●

I ．
◆争 ●卓

2． 2 2
申 ●

e

0 ． 0 0 0 0 0 0： 0 0

ストロボユニット

60基

設已状況点検
q■_ q■一 ● ◆ ◆ cc ●

竃圧測定
■ ■－● 一■◆ー■ q■■ 寺 ｡ ｡

発光低点検
qb ~｡◇●今 ●

尭光手勘､遠隔撹作動作賦験
● ■■ C D◆●令一・ ザ ● ● け ●

発光視準砿鮒験
●B ●ー ■ ｡ -■ ◆ ■ ｡

発光邸フォーカス投横動作風験
●｡ ● ● ‐ ｡ ● ■ q■ b ■■■ ■ G 1■■■可●

渭掃､その他

４
４
４
４
４
《
４
４

湖
・
羽
一
羽
・
調
一
調
一
羽
‐
調

２
》
２
‐

●
■

１
１。

■

２
２．》

３
３
－

●

２
－
２
－

1
●
●

2 2 1
●● 申●

Ｉ
。

2 2 1 1
■● e Q ｡ ■ 凸ウ

1 2 2 1 2 2 1
● ･◆一 ● ● 一己 ■ ●

◆
●

1 ．
q■ ■ ●

1 1
● 一

21 2 2
● ・4 む・ ●

2： 2
●－● ｡ 一一●

2 3 2 1 2 1 2 2． 1 2 2： 1 1 1 2
■ ● ● ■ ●｡ ● d Q G ■ 寺 ● 旬 ゆ

2 3 2 1 2 1 2 2 1 2 2 1 1 1 2
● ■ ● ●

2 3 2 1 2

■
■

● ｡ ● ･の ■ ● ｡● ● b ■， 守 口● ｡｡

1 2 2 1 2‘ 2 1 1 ； 1 ． 2
● ● O ● 寺'■ ● の ● ● Q ● ● ● の ｡ ● 由■●▽●毒｡

2

２
．
２
２

■
■

●

。
。
●
●
●

２
』
２
．
２

◆
。

●
。
■
。
巳

2 3 2 1 2 1 2 2 1 ． 2 2 1 1 1 2§ 2 2
旬●｡● e ● ● ● q ● ● 畢● ｡

2 3 2 ， 1 2 1 2 2 1
◇
●

‐ ● ● 0 ● －－ ◆ ⑪◇ ｡

2 2 1 1 ： 1 2' 2 2

創御樋

43基

設瓦状況点検
■ CD ●■■■ザ ｡

唖圧湖定
◆ 0 q ■ ● ●●●● 。■凸 ■』■ ●

KMPU股定穣砿哩賦験
申 ● ● ー ● 由 ■■ ■● ‐

車両速度謝定僅能確鹿拭験
凸一一｡‐● ■ ｡ ｡ ■ ｡ ■ ●夕 旬へ

データ股定桓能賦触
－F ■ ■ p● ●今

(ｵﾝ･ｵﾌﾗｲﾝ）
一中一争一●一一●ー● ●今 ■や●やa ●｡■ ●b e● 一一一＝甲 ●△ ● ▲ 4 9 4 。

リセット励作賦験(ｵﾝ･ｵﾌﾗｲﾝ〉
｡ ◆ 一｡｡●●一一｡●一一ー ゆ ゅ ● ● ■

テスト面像撮影勘作拭験(わ．ｵﾌﾗｲﾝ）
Q ■由 ｡つ ■● ●● ●｡e■ 4■●■■■●－ 学｡●？ や ③ e 冬

超過車蘭重役■彫賦触(ｵﾝ･ｵﾌﾗｲﾝ）

オン･オフライン切替復能以験

アラーム傭軽伝送賦験
■｡ ● ● ■ ■■ q■ー■ ● ■ ｡ F 6

DSU定圧瀕定
⑧■ ● ● ＝由一■● ●■1■■■■■■■■＝■■■ー●

TA般定､動作賦験
由 ●一｡ I■■●■■｡■■■ー■~ ○F●

●

扉開閉状湿伝送賦験
■ ~ ■ ー ■◆ ｡●● ◆● 4 ●

暗号化装量馳作拭験
● ●‐｡ ● ●●● ● 。■ ー ｡ ■● ● ｡ ■

テスト掘影画像伝送賦験
■ ● ● ● ●●‐。｡● ◆◆ ●

超過車涜撮影函像伝送拭験
q■■ ｡ ■D ザー今①一一●●

交通漬データ自動伝送拭験
◆ ー●● ● ◆bp b ● ､

鴻掃､その他
■マ ■ご● O r U

TCU伝送､動作賦験

４
《
４
４
４
４
４
４
４
．
４
４
，
４
恥
４
４
．
４
４
《
４
４
４
４

◆

一
○

幅
・
岨
一
畑
》
旭
・
岨
一
咽
・
昭
一
昭
一
肥
旭
．
旧
氾
到
咽
》
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・
咽
把
・
旭
一
幅
ゞ
打

1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1＆ 1
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● p ‐ ｡ー

1 ． 1 1
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1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ： 1 1 1 1
誤 e ■ 今 ■ 申 ● ■
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■
■
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一
■
一
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■
■
●
一
■
ロ
■
▽
か
一
句
■
■
■
■
一
勺
■
■
□
一
句
■
■
■
一
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■
■
■

》
毎
一
◆
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Ｇ
●
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１
１
．
１
１
．
１
噸
１
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●
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■
口
毎
■
◆
一
■
。
●

１
１
．
１
．
１
１
や
１

１
．
１
－
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－
１
令
砒
や
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●
口
●
一
●
。
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●
■

口
■
■
０
０
《
■
ロ
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一
●
■
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ロ
■
画
■
■
。
■
■
Ｕ
０
ｄ
■
■
■

一
●
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ｃ
■
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凸

１
，
１
１
今
１
１
１

寺
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●
●
“
０
の
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心
１
．
１
１
．
１
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１
『
１
一
１
．
１
－
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．
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●
●
●
■
●

一
口
■
■
Ｕ
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■
ロ
一
一
■
ロ
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■
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一
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■
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●
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１
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１
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由
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●
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●
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１
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１
１
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●
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●
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■
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ロ
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■
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記
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２
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２
２
．
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ロ
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■
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口
■
■
ロ
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ａ
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●
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１
１
－
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●
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口
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■
■
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●

◆
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■
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■
■
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■
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ロ

ロ
Ｏ

■
■
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句
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■
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●
由

口
■
■
□
一
■
■
ロ
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■
●

１
１

Ｆ

・
０

１
１
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●
●

●
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■
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。
■
■
マ

マ
●

一
■
■
■
■
■
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■
ｑ

●
◆
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１
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●
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ロ
《
勺
■
■
○
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』
■
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１凸

◆

１
１■

●
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２■

■

１
１
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門柱､F柱

42基

設巨状況点検
0 ● ●ー■一つ由｡－F ■

点検台の宮落とし

４
”
２

17

17

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 I ． 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1： 1
■

UTTRもMTTR職■

10基

設宜状現点検
冬 ■｡ ● ■ ●

渭掃､その他

４
４

０
坪
０

１
．
１
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■ ■ ｡ ■

1 2 2 2 0 2

● 四 車 . ・ ・ P ｡ ｡ ■ 申 8 ．｡
◆
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R影車両感知馨

及び

制御犠

34基40ヘッド

7TCU

虹麺電圧賦験
△●■ー■ 争■ ､ ◆

感知器内外の渭掃

感知ヘッドー柱の股置状況点検

感知器内外の点検
口■由 ■● ｡ ■

速度測定賦験

車両堅応賦験
● ■

速度判定賦験
■ q 守 り

TCU伝送動作賦験

４
４
４
４
４
４
．
４
４

●
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２
２
２
２
８
◇
８
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１
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超管波式速度巳麺冨

及び

制御磯

15基21ヘット

1TCU

定麺竃圧試験
■ ● ■ ● ● ■

感知器内外の渭掃

感知ﾍｯド､柱の殴置状況点検
感知器内外の点検

● ロ

速度測定賦験

車両惑庵睡験
速度判定拭験

■ ●ー ゆ

TCU伝送動作賦験
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０
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１
２
２
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冒告板

及び

制密捌

49基

危遍電圧賦験

LED素子点灯砿腿
単体動作賦験

専用柱の駿置状況点検

蚕告板の点検.渭帰

蚕告板の君落し
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４
４
４
２

８
８
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１

●

Ｄ
の
．

２
２
２
２
２
２

の
巳
■
◆
●

１
１
１
１
１
１

■

●
■
○
一

１
１
１
１
１
１

●
●
や
①

１
１
１
ｔ
～
１

ｂ
◆
６

１
１
１
１
１
１

“
●

１
１
１
１
１
１

①

■

１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１

■
・
巳

１
１
１
１
１
１

●
●
●
色

１
１
１
１
１
１

■
●

●
①

１
１
１
１
１
１

●１
１
１
１
１
１

毎

℃１
１
１
１
１
１

■

１
１
１
１
１
１

■

１
１
１
１
１
１

●

１
１
１
１
１
１

予告看板
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予告看極の取付状況点検 4 73 4 5 4 q 4 5 4 4 4 4 4 4 4 4 4 7 4
◆ ｡ ● ■ ● ●



端末装置点検項目及び言落とし内訳踊表5

癌速走行抑止システェ保守集膀

’

（

I

撞壁名 点検項目
点検
回数

計

一面

■■■■
■■■■

旭川方面

■■■■■
■■■■■■

レーダー送受淫

60基

設匿状没点検
吟

電圧海定
■ー｡ ①● ● ④

送侭周波数測定
ー● 申 ● ●

送侭出力測定
ー｡－●●●ゅ ●

送信縁返し周期測定
p ◆ ● p q

送惟パルス幅淵定
■ C● ■■ ー申ロ ｡‐ ~ ●

ドッブラーノイズ測定
巳 ●■■ ●Ⅱ■ー● ●ーー一一早● ● ■ ●

点検周波数湧定
● ■●■｡－－■ ‐ ● ｡ 由

方向度別拭駿
｡ ■■ ■■■ ーー ー ■ ②

同期機能賦験
■ ① ■

渭掃､その他

４
４
４
４
４
や
４
４
４
４
４
．
４

３
．
３
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３
．
３
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１
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１
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３
３
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３
３

１
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ｑ
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ｑ
一
■
■
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ロ
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■
■
●
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■
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ロ
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▽
●
■
■
Ｕ
一
二
■
ロ
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▽
や
《
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■
■
●
◆
二
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■
■
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《
■
一
■
■
写
一
口
■
ロ
■
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●
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◆
●

町

c

c

●

●‐

１
１
１
１
◇
１

》
《
●
●
凸
■

。
■
■
■
一
■
ロ
■
■
▽
わ
●
■
■
●
■
■
■
●
●
■
巳
●
。
■
■
▽

◆

●
●
■
一
●
●
り
ゆ
■
の

１
１
１
．
１
．
１
１
１
．
１
１
１
１

．
◆
ロ
ロ
争
●
守
口
◆
。

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
．
２
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一
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●
◆
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１
１
１
１
１
１
１
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１

1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1
4◆ F ●宙●一 p ● ｡ ●

1 1 1 1 1 1 1
●
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１
１

●

１
．
１

舎

弓
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●

ｇ
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－ “ ■･ c o o － ■。■■
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．学.－． 口 . 凸. ﾛ
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カメラユニット

60基

股反状況点検
● ● 白 い

電圧測定

シャッター手動一通隅操作作動賦験

発光タイミング機能賦験

カメラ視準砿陸風験

ズーム復犠鄙勧作賦験
■ ■ ■一‐ー■■ ●｡■ ■ ﾛ ● ■■

絞り後楢邸動作拭験

● ●■ ◆

● ●● ■ ●ー●ロ七－一句 ●ー●‐●● eq o 争■

フォーカス樋檎邸助作戯験
｡ ● ■ G●- cb

渭掃､その他
、 ｡

フィルター手動､自動へ動作風験

４
４
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．
４
．
４
．
４
．
４
４
４
．
４

３
３
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３
．
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３
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一
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●
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▲
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ストロボユニット
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股医状没点検
~｡ ●ー一合 ●●

冠圧剰定

発光管点検

発光手動_遠隔提作動作亘唾
発光捜準疎配賦験
守一｡・・●◆b ・合・ ・・ ◆ q

発光毎フォーカス彼綱動作賦験
■ ■~－つ ●
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４

４
４
４
４
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３
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勺
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②
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◇
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設宣状況点検
● ･ ●● ● ● 今

滝圧測定
今 ① ●

KMPU股定■確鹿斌験
■ ■■ 申 ● ●

車西速度測定彼鮭確哩賦験
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R形車両感知馨
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制御榎
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電通定圧賦験
ー ● ■ ●■ ●

感知器内外の渭禍

感知ヘッド､柱の設置状況点検

感知響内外の点枝
一 己 ●

速度涜定賦験

車丙感応賦験
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端末装置室検項目及び雪落とし内訳劉表5

高速走行抑止システム保守集務
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復毒名 点検項目
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回数
計

鯛方面
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北見方面

■■■■■
■■■■■

レーダー送受蟹
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股宣状況点検
● ◆■ 凸
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カメラユニット
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(別添様式1)

年 男 日

保守業務委託実施結果報告書

北海道警察本部長 様

受託者

委託業務名

令和2年度 月分の保守業務実施結果を、下記のとおり報告いたします。
（

記

業務実施結果報告

※○印は、当月報告分を表す

※実施結果の詳細は、別添報告書のとおり

｛

I

I

報告区分‘ 報告（提出）書類 備考

定期点検実施結果報告 四半期

障害保守実施結果報告 毎月

機器の雪落とし実施結果報告 第3、第4四半期

業務担当員

確認印
●



(別添様式2）

定期点検実施結果報告書

委託業務名

令和2年度第四半期の定期点検実施結果を、下記のとおり報告いたします。

記

’
1 業務実施結果

(l)中央装置点検結果

別添「中央装置点検表」 （様式3）のとおり

（2）端末装置点検結果

別添｢端末装置点検表j (様式4)のとおり

（

管轄警察署等確認2

（

’

確認日 警察署等名 氏 名 押印

年月 日



中央装置点検表(別添怖力）

口
設置状況点稜

ｺｯｸｷｰ機能点検

ﾊﾞｽﾜｰﾄ設定､管理機能点贈

運行状況設定機能試験

点検処理機能試験

ﾘｾｯﾄ処理機能試験

交通流情報･日報･グラフ作

地点選択機能試験

交通流情報表示機能試験

画像検索､拡大機能試験

拡大画像ｽｸﾛｰﾙ機能試験
一一.一・●●.T, ．‐ ●･‐。。…

画像検索機能

ｼｽﾃﾑ時刻設定機能試験

異常監視機能試験

画像切り出し機能試験

画像階調補正機能試験

清掃点検

機能動作試験

清掃点検

機能動作試験

清掃点検

機能動作試験

設置状況点稜

ｺｯｸｷｰ機能点検

ﾊﾞｽﾜｰﾄ設定､管理機能点贈

運行状況設定機能試験

点検処理機能試験

ﾘｾｯﾄ処理機能試験

交通流情報･日報･グラフ作

地点選択機能試験

交通流情報表示機能試験

画像検索､拡大機能試験

拡大画像ｽｸﾛｰﾙ機能試験
一一.一・●●.T, ．‐ ●･‐。。…

画像検索機能

ｼｽﾃﾑ時刻設定機能試験

異常監視機能試験

画像切り出し機能試験

画像階調補正機能試験

清掃点検

機能動作試験

清掃点検

機能動作試験

清掃点検

機能動作試験

設置状況点稜

ｺｯｸｷｰ機能点検

ﾊﾞｽﾜｰﾄ設定､管理機能点贈

運行状況設定機能試験

点検処理機能試験

ﾘｾｯﾄ処理機能試験

交通流情報･日報･グラフ作

地点選択機能試験

交通流情報表示機能試験

画像検索､拡大機能試験

拡大画像ｽｸﾛｰﾙ機能試験
一一.一・●●.T, ．‐ ●･‐。。…

画像検索機能

ｼｽﾃﾑ時刻設定機能試験

異常監視機能試験

画像切り出し機能試験

画像階調補正機能試験

清掃点検

機能動作試験

清掃点検

機能動作試験

清掃点検

機能動作試験

剖酢剖酢
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》
》
鮒
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一
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》
鮒
》
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鮒
一
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罷
掃
一
能
掃
、
能
掃
》
能
帰
作
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琿
清
機
清
機
清
機
清
動
労

置装タ

筬罷剛俳誤畉

宥掃点検

農能動作試験

宥掃点検

農能動作試験

宥掃点検

磯能動作試験

看帰点検

動作ランプ確認

ファン動作状況、

筬罷剛俳誤畉

宥掃点検

農能動作試験

宥掃点検

農能動作試験

宥掃点検

磯能動作試験

看帰点検

動作ランプ確認

ファン動作状況、

（

I

機 器 名 点 検 項 目 結果 点検日 点検者

良･否
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中央装置堂検表(別添様式3）

（
I

I

機 器 名 直 検 項 目 結果 点検日 点検者

プリンタ

ビデオプリンタ

動作ランプ確認
｡－の一 年F－ ｡I■ 七十 ● *－ 今 十 口 ■

ケーブル､コネクタ接続確認

テスト印字

● 寺

●■ ■ ｡ ■◆● ● ●● B ● ■ー 七 0 0 も

清掃点検

画像品質､点検調整
甲 今● C O も ■ ｡ ■ ■

用紙送り機能試験
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(別添様式5）

障害保守実施結果報告書

委託業務名

令和2年度 月分の障害保守実施結果をも下記のとおり報告いたします。

記
’

業務実施結果

実施結果の詳細は、別添様式6 「障害保守実施結果内訳書」のとおり

1

（

（

’



(別添様式6）

障害保守実施結果内訳書（ ）

i速走行抑止システム〉

（

０
１
０
■

定期点按時の障害保守と委託者論求による障害保守を分け･て作成-ｵ・ること、告書は

I

油． 点検年月日 設置場所 障筈機器 障 害 内 容

1
1

措迩内容

I

2

■

3

4

5

6

7 △ ●

8

9

10

1l

12

13

14

15

16

17

18

19

20



(別添様式7）

機器の雪落とし実施結果報告書

委託業務名

令和2年度第四半期分の機器の雪落とし実施結果を《下記のとおり報告いたします。

記

業務実施結果

（I

H■■■

※実施結果の詳細は、別添様式8「機器の雪落とし実施結果内訳書」のとおり

I

、

機種別

実施数量

第四半期

月 月 月

0

，
●
－
，
０

二
二
ｐ

端
末
装
置

警告板

点検台

(基）

(基）



(別添様式8）

機器の雪落とし実施結果内訳書

年 月 臼実施分

（

（

I

’

此‘ 設置場所 実施数量 備考

■

G O

計

業務担当員
確認印



別薩

安全施設点検作業要領

本要領は、交通信号機、車両感知器、道路標識、交通情報板等の表示装置、交通監視カメ
ラ等（以下「安全施設」 という。）の機能保全及び障害発生の未然防止を図るため、機器各
部の稼働状態並びに機能の点検、調整、注油、清掃、部品交換等、安全施設の維持管理上必
要な措置について定めたもので、受託者は下記の事項に注意して点検作業を実施するものと
する。

’ 記

’

1 点検共通事項

（1）専用柱関係

ア損壊、亀裂はないか、また、程度はどうか。

イ地際部に腐食（錆汁の惨み出し等）はないか、また、程度はどうか。
ウ腐食が著しい場合、 ､ハンマーにより軽くたたき容易に穴が開かないかどうか。
エ点検口部分が腐食、亀裂等が著しい場合、開口により内部に腐食がないか。
オ車両等の衝突及び接触痕等がないか。

力傾斜はしていないか、また、程度はどうか。
ｷ地際部のひび割れ､柱との隙間はないか､また､程度はどうが｡
ク舗装（アスファルト、インターロッキング等）に陥没はないか。
ケ根固めがゆるんで風圧等により倒伏するおそれはないか。
．埋め込みが浅く、基礎部分（根伽等）が露出していないか。

⑥

（2）装柱、架線関係

ア信号灯器、灯器アームに亀裂又は腐食が生じていたり、灯器、振れ止め、ターンバ
ックル等の取付部分にゆるみはないか。

イ信号架（配）線、架（配）線支持金物、配管、配管支持金物等装柱部材に腐食や損
傷が生じ、落下するおそれはないか。

ウ共架されている規制標識、時差式標示板等各標（表）示板について腐食や振動等に
よる取付部分のゆるみはないか。

エその他機器（装置）及び装柱部材に損傷等が生じていて、歩行者及び通行車両等に
危害を与えるおそれがないか。

オ傾柱等により架線ケーブルがたるんだり、断線のおそれがないか。
力他のケーブル等との接触していないか。

キ架線ケーブルの地上高は確保されているか。

、

（3）制御機等内部配線

ア端子の取付部分にゆるみはないか．

イ被覆の傷んでいる部分はないか。

ウ他の部分と接触のおそれはないか。
エ各配線取付部分のハンダ付け不良はないか。

オ各ユニッドのゆるみはないか。
力避雷器は破損していないか。

キ端子部及び電線は過熱していないか。

I

（4）付帯設備（端子函､．電源函、回線函等）関係
ア電源ブレーカーに異状はないか。

イ端子圧着部、差し込み部にゆるみはないか。

ウ供給されている電圧は正常か。

エ端子函等の筐体及び扉錠に汚損、腐食、変形及び損傷等はないか。



（5）その他

ア接地抵抗値は正常か。

イ取付ボル1､等にゆるみはないか。

個別点検事項

）交通信号機関係

ア信号灯器

（ｱ）灯器は、車両又は歩行者に正対しているか。

（ｲ）街路樹、看板等により視認性が阻害されていないか。

（ｳ）灯体の取付状態に異状はないか。

（工）灯体の内外に汚損、腐食、塗装の剥離、変形及び損傷等はないか。
（ｵ）電球の取付状態は正常か。

（力) I_EDユニットの素子.不良による照度の低下はないか。

（ｷ） ・レンズ、反射鏡の汚損、変形又は変色はないか。

（ｸ）制御電圧（入力電圧）は正常か。

（ｹ）過熱又は焦臭を発している部分はないか。

2 1

（1）

、

イ制御機関係

（ｱ）筐体の取付状態に異状はないか。

（ｲ）筐体の内外に汚損、腐食、塗装の剥離、変形及び損傷等はないか。
（ｳ）底板、立ち上がりパイプ接合部の腐食状況はどうか。

（工）扉錠に破損、腐食等はないか。

（ｵ） 日付、時刻は正確か。

（力）制御機は正常に作動しているか。

（ｷ）制御電圧（入力電妊、出力電圧（灯器開閉部)）は規定の範囲内か。
（ｸ）過熱又は焦臭を発している部分はないか。

ウ現示関係

（ｱ）制御定数、パターン切替、動作切替は正常か。

（ｲ）タイム:スイッチは、設定時刻どおりに作動しているか。

（ウ）その他信号現示に異状はないか。

エ連動関係

連動条件が確実にキャッチされ、条件どおりに作動しているか。

ｊ
ア
イ
ウ
エ
オ
カ
キ

２く 車両感知器、路面感知器等関係

僅体の取付状態に異状はないか。

筐体の内外に汚損、腐食、塗装の剥離、変形及び損傷等はないか。

底板、立ち上がりパイプ接合部の腐食状況はどうか。

扉錠に損傷、腐食等はないか。

感知信号は正常に受信されているか。

制御電圧（入力電圧）は正常か。

過熱又は焦臭を発している部分はないか。

（3）視覚障害者用付加装置関係

ア筐体の取付状態に異状はないか。

イ 筐体の内外に汚損、腐食、塗装の剥離、変形及び損傷等はないか。

ウ底板《立ち上がりパイプ接合部の腐食状況はどうか。

エ扉錠に破損、腐食等はないか。

オアーム及びスビー力の向きは正常か、 また、取付状態に異状はないか。

カ アーム及びスピーカに汚損、腐食、塗装の剥離、変形及び損傷等はないか。

キ音響は正常に出ﾉ〕されているか、 また、音堂は適正か。

ク 制御電圧（入力電圧）は正常か。
■
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ケ濁熱又は蜂臭を発している部分はないか。

（4）歩行者支援装置(PICs)関係
ア筐体の取付状態に異状はないか。

イ 筐体の内外に汚損、腐食、塗装の剥離、変形及び損傷等はないか。
ウ底板、立ち上がりパイプ接合部の腐食状況はどうか。

エ扉錠に破損、腐食等はないか。
オアーム、スピーカ及び白杖センサ取付状態に異状はないか、また、向きは正常か。
カアーム《スピーカ及び臼杖センサに汚損、腐食、塗装剥離、変形、損傷等はないか。

キ音響は正常に出力されているか、また、音量は適正か。
ク 制御電圧（入力電圧）は正常か。

ケ過熱又は焦臭を発している部分はないか。

信号機電源付加装置関係

筐体の内外に汚損、腐食、塗装の剥離、変形及び損傷等はないか。
扉錠に破損、腐食等はないか。

制御盤、エンジン、バッテリー等各部に汚損、腐食、変形及び損傷等はないか。
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発電動作は正常に作動するか．･

制御電圧（入力電圧、出力電圧）は規定の範囲内か。

過熱又は焦臭を発している部分はないか。

給排気は正常に行われているか。

燃料及び潤滑油の量は正常か。

I

（6）速度感応端末ほか各表示装置関係

ア感知器

（ｱ）鐘体の取付状態に異状はないか6

（ｲ）筐体の内外に汚損、腐食、塗装の剥離、変形及び損傷等はないか。
（ｳ）底抜、立ち上がりパイプ接合部の腐食状況はどうか。
（工）扉錠に破損、腐食等はないか。

（ｵ）感知信号は正常に受信されているか。

（力）設定条件どおり確実に作動しているか。

（ｷ）制御電圧（入力電圧）は正常か。

（ｸ）過熱又は焦臭を発している部分はないか。

イ 警告板、表示板等

（ｱ）表示板の取付状態に異状はないか｡

（ｲ）警告表示板の内外に汚損、腐食、塗装の剥離、変形及び損傷等はないか。
（ウ）盤面の表示素子群の明るさは低下していないか。

（ｴ）表示パターンは指定されたとおり正常に表示されているか。
（ｵ）調光は正常か。

（力）制御電圧（入力電圧）は正常か。

（7）可変標識、セミフリーパターン等情報板関係
ア筐体の取付状態に異状はないか。

イ 筐体の内外に汚損､:腐食、塗装の剥離、変形及び損傷等はないか。
ウ底板、立ち上がりパイプ接合部の腐食状況はどうか。
エ扉錠に破損、腐食等はないか。

オ表示板の取付状態に異状はないか。

力警告表示板の内外に汚損、腐食、塗装の剥離、変形及び損傷等はないか．
キ盤面の表示素子群の明るさは低下していないか。
ク 表示パターンは指定されたとおり正常に表示'されているか。

ケ調光は正常か。

． 遠隔制御、単独制御は正常か。

サ制御電圧（入力電圧）は正常か。
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（8）交通監視用カメラ装置関係

ア筐体の取付状態に異状はないか。

イ蔭体の内外に汚損、腐食、塗装の剥離、変形及び損傷等はないか。

ウ底板、立ち上がりパイプ接合部の腐食状況はどうか。
エ扉錠に破損、腐食等はないか。

オカメラ、スピーカの取付状態に異状はないか。

カカメラレンズに汚損はないか。

キ映像は鮮明に見えるかb

ク音響は正常に出力されているか、また、音獄は適正か。
ケ ワイパーは正常に動作しているか。

コ カメラの方向可変機能等遠隔制御は正常か。

サ制御電圧（入力電圧）は正常かb

3

1

（9）高速走行抑止システム関係

ア筐体の取付状態に異状はないか。

イ筐体の内外に汚損､腐食、塗装の剥離、変形及び損傷等はないか。
ウ底板、立ち上がりパイプ接合部の腐食状況はどうか。
エ扉錠に破損、腐食等はないか。

オカメラ、 レーダーくストロボの取付状態に異状はないか。
カ カメラレンズに汚損はないか。

キ撮影画像は鮮明に見えるか。 ，

ク各種データ伝送試験は正常か。

ケ速度警告表示板の動作、表示パターンは正常か。

．警報装置動作は正常か。

サ制御電圧（入力電圧）は正常か。
シ予告看板の取付状態に異状はないか。

(10)旅行時間計測端末装置関係

ア筐体の取付状態に異状はないか。

イ筐体の内外に汚損、腐食、塗装の剥離、変形及び損傷等はないか。
ウ底板、立ち上がりパイプ等接合部の腐食状況はどうか。
エ扉錠に破損、腐食等はないか。

オカメラ、ストロボの取付状態に異状はないか。

カ カメラレンズに汚損はないか。

キ LEDランプは正常に発光しているか。

クナンバープレートの大・中は正確に判定しているか。

ケナンバープレートを正確に認識しているか。

．制御電圧（入力電圧）は正常か。

(11)情報収集提供装置関係

ア筐体の取付状態に異状はないか。

イ億体の内外に汚損、腐食、塗装の剥離、変形及び損傷等はないか。
ウ底板、立ち上がりパイプ等接合部の腐食状況はどうか。

エ扉錠に破損、腐食等はないか。

オ情報が正確に送受信されているか｡

力制御電圧（入力電圧）は正常か。

キ過熱又は焦臭を発している部分はないか。

I

(12)間定灯火標識関係

ア灯体の取付状態に異状はないか。
イ灯体の内外に汚損〈腐食、塗装の剥離､変形及び損傷等はないか。

ウ アクリル板に汚損、変形及び損傷等はないか。

’



エ墾光灯は点灯するか。

オ直勘点滅器は正常か。

力配線閼係

（了）北電からの引き込み線に異状はないか。

（ｲ）内部配線に断線箇所はないか。

キ過熱又は焦臭を発している部分はないか。

3電球取替及び雪落とし

（1）信号灯の電球取替

ア車両用（矢印を含む)、歩行者用（縦型3位を含む）の電球について仕様書に示す

基数について取り替えること。

イ電球取替に当たっては、 当該交差点の交通状況及び表示現示等に十分注意し、車両

及び歩行者の安全を確保し、実施すること。

ウ取り替える電球については、業務担当員と協議を行い、 当該年度に交換を実施した

事が判別できる方法とすること。

エ取り替えを完了した使用済み電球については、委託者が別途発注する業務受託者が

処理するものとする。

なお、委託者への引き渡し方法は、業務担当員と協議すること。

オ取り替える電球については、資材搬入時及び取替完了時の状況を写真撮影し、報告

書に添付すること。

’

（2）機器の雪落とし

ア信号灯、標識灯及び表示板等（以下「機器等」 という。）について、業務担当員が

別途指示する箇所について雪落とし作業を実施するものとする。

イ機器等の雪落とし作業に当たっては、当該交差点の交通状況及び表示現示等に十分

注意し、車両及び歩行者の安全を確保し､ 日没までに実施すること。

ウ作業状況については、以下の要領により写真撮影し提出すること。

（ｱ）写真提出枚数

” a施工前・後を1組として、概ね1日1警察署当たり5交差点分とする。

b施工（作業)-中の写真は、 1交差点分とし、最終ページに綴じること。

（ｲ）工事（業務）看板

a業務、施工箇所、施工月日を記入して撮影すること。

b施工箇所については、管轄警察署の管理番号を記載するものとする。

「1－100」の例による。

エ報告書の提出

提出時期は、 1作業（1工程）毎とする。

4 その他の事項

（1 ）点検作業に係る付帯事項

ア点検カード等の記載

点検作業を実施した場合には、制御機内の点検カード、点検票等（以下、 「点検カ
ード等j という。）に実施日及び点検者名を記載すること。

イ機器損傷等判定

点検結果の報告にあたっては、概ね下記の基準により、現況、程度に応じた判定値

を記載すること。

なお、安全施設の機能停止や損壊等の機能異常が認められ、機能回復又は危険防止

のための緊急措置が必要で．ある場合には、直ちに業務担当員に報告すること。

｢Aj～特に異状は認められない場合

｢B.j～損傷§腐食等、若干の不具合があ､るが、 当分の間は使用に耐えられると

認められる場合

ICj～予防保全が必要と認められる場合
｢D」～安全施設に不具合があり、優先的に措置が必要であると認められる場合

’
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ウ現況写真の提出

設備点検結果の報告にあたって、前記の判定値「B』～「D」に該当す
れるものついては、現況写真を撮影し、業務担当員に提出すること。

ると判断さ’

）委託者の依頼による制御定数の確認及び設定
カレンダー設定等、制御基盤やROMの交換等特別な資材を必要としない制御定数の
確認及び設定作業については、委託者の依頼に応じ実施すること。
なおその際、設定日、内容、措置依頼者名等を点検カード等に記載すること。

(2

）防錆対策等

ア錆の著しい鋼管柱等については、電動工具等により錆を落とし、防錆塗料で塗装す
ること。

イ筐体等については、錆の進行防止のため、軽度のうちに修復すること。
ウ押ボタン函の小破損等、軽度のものについては、金属テープ等の材料を使用して応
急処置を施すこと。

(3

）予備品及び燃料等の補給
ア制御機等については、予備のヒューズ確認を行い、不足している場合は、補充する
こと。

イ信号機電源付加装置については、点検終了後、燃料及び潤滑油の補給を行うこと。

(4

）機器の修繕等

点検に際して、別紙の受託者の費用負担によるものについては、業務担当員と協議し、
修繕を行うこと。

(5

I



別紙

受託者の費翔負担によるもの

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
③
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱

灯器球切れ交換
灯器レンズ
灯器フード
押ボタン函スイッチ

押ボタ.ン函タッチ式センサー．
押ボタン函LED表示部

手動操作函切替スイッチ
視覚障害者用付加装置スピーカ
防水プリカチューブ
シルエット取付バンド

自在バンド ・

ステンレスバンド

ターンバックル

扉錠フタ

ケーブル防護カバー取付

架空ケーブルの張上げ（規定値を下回るおそれのあるものに限る）

I

専用柱の地際埋戻し

その他軽微な小修理

(軽易なもの）


